
■　

は
じ
め
に

平
成
18
年
7
月
20
日
に
奈
良
県
庁
内
文
化
記
者
ク
ラ

ブ
で
、
本
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
高
大
融
合
に
よ
る
理
数

科
高
校
教
員
の
養
成
」
が
文
部
科
学
省
公
募
の
「
平
成

18
年
度
資
質
の
高
い
教
員
養
成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教

員
養
成
G
P
）」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
プ
レ
ス
発
表
さ

れ
ま
し
た（
略
称
：
融
合
理
数
G
P
）。平
成
17
年
度
に
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
鍵
的
場
面
で
の
対
応
力
を
備
え
た
教
員

の
養
成
」
が
教
員
養
成
G
P
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、
本

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
2
年
連
続
で
教
員
養
成
G
P
に
採

択
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
18
年
度
教
員
養
成

G
P
に
採
択
さ
れ
た
の
は
全
国
で
24
件
、
う
ち
国
立
大

学
は
12
件
で
す
。
か
な
り
の
狭
き
門
を
突
破
し
た
と
言
っ

て
良
い
で
し
ょ
う
。

■　

こ
れ
ま
で
の
歩
み

実
は
、
一
足
飛
び
に
融
合
理
数
G
P
に
辿
り
着
い
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
理
数
科
離
れ
」
を
教
員
養
成
の

現
場
か
ら
打
破
す
る
た
め
に
、
平
成
16
年
度
当
初
か
ら

学
内
で
は
地
道
な
準
備
が
始
ま
り
、
1
年
の
準
備
期
間

を
経
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
世
代
を
先
導
す
る
理
数

科
教
員
養
成
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」（
略

称
：
先
導
理
数
）
が
文
部
科
学
省
の
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
先
導
理
数
は
、
義
務
教
育
、

す
な
わ
ち
小
・
中
学
校
の
教
員
養
成
を
主
と
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
小
・
中
・
高
と
続
く
積
み
上
げ
の
中
で

の
義
務
教
育
を
し
っ
か
り
意
識
す
る
た
め
に
、
高
校
教

育
も
そ
の
守
備
範
囲
に
入
っ
て
来
ま
す
。
小
学
校
で
芽

生
え
た
理
数
へ
の
興
味
が
、
中
学
校
で
継
続
的
に
発
展

し
、
そ
し
て
高
校
へ
続
く
、
そ
の
道
の
り
を
総
体
で
考
え

な
い
限
り
、
学
習
意
欲
の
低
下
が
ど
こ
か
で
起
き
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
見
地
を
は
っ
き
り
認
識
し
た
と
き
、
融
合

理
数
G
P
へ
の
扉
が
開
い
て
行
き
ま
し
た
。

■　

 

連
携
か
ら
融
合
へ

融
合
理
数
G
P
は
、
真
っ
向
か
ら
理
数
科
高
校
教
員

の
養
成
を
目
的
と
し
ま
す
。
特
に
、
教
育
実
践
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の
高
校
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

積
極
的
に
教
育
現
場
に
出
て
行
き
、
生
徒
の
学
び
の
場

を
実
地
に
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
奈
良
市
及
び
奈
良
県
の
教
育
委
員
会

の
支
援
の
下
、
近
隣
公
立
高
校
２
校
（
市
立
一
条
高
校
、

県
立
北
大
和
・
奈
良
北
高
校
）
の
教
育
現
場
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
、
高
校
教
員
と
と
も
に
高
校
理
数
科
教
育

の
展
開
に
有
機
的
に
融
合
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
連
携
高
校
と
の
高
大
融
合
で
は
、

学
部
生
の
学
力
向
上
、
高
校
へ
の
学
部
生
の
派
遣
、
大

学
教
員
の
高
校
へ
の
派
遣
を
継
続
的
に
行
い
、
高
校
か

ら
現
職
教
員
を
招
聘
し
、
本
学
学
部
生
の
実
践
力
を
高

め
る
指
導
を
進
め
ま
す
。

以
上
の
学
部
教
育
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
新
規
事

業
と
し
て
、
市
・
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
理
数
科

特
別
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
学
院
生
、
高
校
非
常

勤
教
員
を
教
育
研
究
員
と
し
て
採
用
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
す
る
中
で
自
ら
の
力
量
向
上
を
図
り
ま
す
。
学

内
に
、
協
力
校
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

ラ
ボ
を
設
立
し
、
実
験
を
中
心
と
し
た
高
校
理
数
科
教

育
を
支
援
し
、
ま
た
国
内
外
の
高
校
理
数
科
教
育
の
動

向
調
査
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
層
の
推
進
の
糧
と

し
ま
す
。
独
自
の
電
子
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
開
発
に
よ
っ

て
一
連
の
事
業
を
学
生
と
共
に
記
録
し
、
評
価
を
日
々
の

活
動
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

最
後
に
は
理
数
科
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
総

括
と
し
ま
す
。

こ
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
色
と
し
て
は
、
①
単
発

的
な
出
前
授
業
、
大
学
訪
問
、
公
開
講
座
等
で
は
な
く

大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
高
校
で
の
授
業
展
開
を
有

機
的
に
結
合
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
、
②
大
学
生

と
高
校
生
が
主
役
と
な
り
、
相
互
の
学
び
の
連
結
に
よ

り
学
力
の
継
続
的
な
積
上
げ
が
可
能
と
な
る
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
、
③
連
携
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
成
果
を
、

オ
ー
プ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ラ
ボ
の
設
置
な
ど
で
地
域
の

公
教
育
に
還
元
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
う
し
て
、
こ
の
奈
良
の
地
に
、
小
・
中
学
校
教
員

養
成
の
先
導
理
数
、
高
校
教
員
養
成
の
融
合
理
数
G
P

と
い
う
小
・
中
・
高
フ
ル
セ
ッ
ト
の
理
数
科
教
員
養
成
の

シ
ス
テ
ム
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

■　

現
在
の
活
動
状
況

融
合
理
数
G
P
の
本
格
実
施
は
、
平
成
18
年
10
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
学
内
的
に
は
、
10
月
18
日
に
本

学
の
理
数
系
学
部
生
に
融
合
理
数
G
P
の
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
以
降
、
高
校
へ
の
大
学
教
員
派
遣
授
業

を
皮
切
り
に
、
学
部
生
の
協
力
校
へ
の
継
続
的
派
遣
、

学
内
で
の
高
校
現
職
教
員
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材

開
発
指
導
、
高
校
生
と
一
緒
に
出
か
け
る
学
外
見
学
研

教
員
養
成
G
P　

2
年
連
続
採
択
！

「
高
大
融
合
に
よ
る
理
数
科
高
校
教
員
養
成
」
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修
会
等
々
、
着
々
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
行
し
て
い
ま

す
。教

育
研
究
員
制
度
も
既
に
ス
タ
ー
ト
し
、
理
数
科
の

高
校
非
常
勤
教
員
1
名
、
理
数
系
大
学
院
生
2
名
が
採

用
さ
れ
、
事
業
へ
の
支
援
活
動
を
通
し
た
自
己
研
鑽
が

積
ま
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ラ
ボ
の
設
置
に
向
け
て
の

準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
内
の
一
角
を
改
装
し
、

実
験
作
業
台
の
搬
入
か
ら
実
験
機
材
の
納
入
が
順
次
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
研
究
員
を
中
心
に
、
機

材
の
保
守
・
管
理
、
実
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
実
験
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
、
体
制
が
整
い
次
第
、
協
力
校
へ

開
放
さ
れ
ま
す
。

独
自
の
電
子
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
開
発
も
既
に
着
手

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
試
用
版
を
実
際
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

形
式
の
授
業
で
運
用
さ
せ
、
改
良
を
加
え
て
行
っ
て
い
ま

す
。2

月
に
は
国
内
視
察
が
、
3
月
に
は
国
外
視
察
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
の
取
り
組
み
を
実
際
に
見
て

く
る
こ
と
は
、
今
後
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

■　

次
年
度
へ
向
け
て

今
年
度
、
10
月
か
ら
の
開
始
で
ま
だ
半
年
の
期
間
を

経
過
し
た
段
階
で
す
が
、
従
来
の
教
員
養
成
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
成
し
え
な
か
っ
た
多
く
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
か
ら
の
反
響
も
少
し
ず
つ
で

す
が
出
て
来
て
い
て
、
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
当

初
、
2
校
の
協
力
校
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

も
う
1
校
参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
3
校
と

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
出
し
た
事
業
が
展
開
さ
れ
て

行
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
次
年
度
も
、
予
定
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
着
実
に
積
み
重
ね
て
行
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
継
続
が
必
ず
や
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
融
合
理
数
G
P
の
立

ち
上
げ
に
惜
し
み
な
い
協
力
を
頂
き
、
ま
た
現
在
も
そ

の
運
用
に
積
極
的
に
参
加
下
さ
っ
て
い
る
本
学
教
員
有

志
、
事
務
局
各
課
の
皆
様
、
協
力
校
の
先
生
方
、
奈
良

市
教
育
委
員
会
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
に
心
か
ら
感
謝

致
し
ま
す
。

奈良教育大学　融合理数GP　学生説明会

神戸製鋼加古川製鉄所（工場見学、内部は撮影禁止）

大学の取り組み

一条高校サテライト　授業実習の風景

（机間指導で生徒の質問に答えるＴＡ）

オープン・サイエンス・ラボでの

カリキュラム・教材開発の実践指導

神戸製鋼加古川製鉄所見学研修会（研修室での説明会）

神戸製鋼加古川製鉄所（工場見学後の質疑応答）

電子ポートフォリオ開発のためのセミナールでの様子

一条高校サテライト　授業実習後の反省会

（授業のねらいの解説と意見交換）

北大和・奈良北高校サテライト　
本学教員による高校での授業
（燃料電池について）
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